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令和５年４月 20日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立湘南高等学校（定時制） 

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒一人ひと

りの目標や課題

に 丁 寧 に 対 応

し、確かな学力

の定着させるカ

リキュラム・マ

ネジメントに学

校 全 体 で 取 組

む。 

 

②主体的な学習

活動を中心に、

意欲・関心を高

め、社会人とし

て求められる資

質 ・ 能 力 を 培

う。 

 

①生徒それぞれの

特性に応じた授業

を行うことで、わ

かりやすく効果的

な授業を展開す

る。 

    

②生徒自身が ICT

を活用し、意欲・

関心を高めた授業

を展開する等、

ICT の活用をさら

に進めていく。 

①習熟度別授業

の展開や少人数

学習、チームテ

ィーチング等を

活用し、充実し

た学習の支援を

行う。 

   

②生徒が ICT を

活用する際の支

援を工夫しなが

ら主体的な学習

活動ができる機

会を増やす。 

 

 

①個々の特性を理

解し、柔軟な学習

の支援を行うこと

ができたか。 

  

②ICT の活用を支

援し、主体的に学

習する機会が増え

たか。 

     

２ 生徒指導・支援 

①生徒による主

体的な行事運営

を活性化させ、

豊かな人間性を

涵養する。 

 

②ルールに基づ

いた学校生活の

もとで、しっか

りとした判断力

と規律を守る意

識を育て、自律

した社会人とし

て成長するよう

指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①生徒が自主的に

生徒会活動や行事

の組織的な運営な

ど、人間関係の形

成に取り組めるよ

うに、活動の精査

をすすめる。 

  

②学校生活におい

て、集団の規律や

社会のルールに従

い、互いに協力し

ながら各自の責任

を果たす力を育

み、社会の一員と

しての自立を促

す。 

①行事ごとに十

分な準備期間を

設けると共に、

振り返りと総括

の機会を設け、

次の行事や精査

につなげる。 

   

②望ましい生活

習慣の確立を目

指し、指導・支

援方針の周知を

徹 底 す る 。 ま

た、生徒個々の

課 題 解 決 に 向

け、組織的に支

援の充実を進め

る。 

①生徒が自主的に

活動できる十分な

準備期間が設けら

れているか。 

生徒減に対応でき

る運営体制が構築

できたか。 

  

②校内における組

織的な指導・支援

方針の周知できた

か。また、全校生

徒の情報を共有

し、個々に合った

指導・支援を組織

的に行えたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①幅広い進路選

択に応えること

ができるよう、

キャリア教育の

充実と、進路支

援体制を確立す

る。 

 

①生徒の多様な進

路を実現させるた

めに状況に応じた

キャリア支援を行

う。 

  

②専門機関や教育

相談連絡会議と連

携した支援体制を

充実させる。 

①面談や進路希

望調査等から生

徒の希望進路を

見据えて、必要

な支援を行う。 

 

②SSW やハローワ

ークなどと連携

し、進路に向け

て早い段階から

の支援を行う。 

 

 

 

①生徒の進路希望

状況を把握し、状

況に応じた活動が

できたか。 

  

②専門機関や教育

相談連絡会議と連

携した組織的な支

援体制を進めるこ

とができたか。 

     

４ 地域等との協働 

① 地 域 と の 協

働・連携による

開かれた学校づ

くりを目指す。 

①保護者、中学生

および中学校、地

域、のそれぞれの

ターゲットに応じ

た情報提供を行

う。PTA 活動や定

通教育振興会、多

文化ワーキンググ

ループに関して

は、今後のクラス

減に伴う予算の減

額や職員数の減少

に対応できる体制

の構築を目指す。 

①保護者につい

てはデジタルで

の情報提供チャ

ネルをマチコミ

に一本化する。

その他について

は Web サイトで

の情報提供を行

うとともに、中

学校の教員に定

時制の教育内容

を伝える広報活

動を行う。クラ

ス減対策として

は、校内組織や

業務の見直しを

視野にいれてい

く。 

①適切な情報がそ

れぞれのチャネル

を通じてターゲッ

トに届いている

か。 

クラス減に伴う

予算減、職員数減

に対応することが

できたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①社会から信用

される学校づく

りを推進し、事

故・不祥事の防

止を徹底する。 

 

②教職員の働き

方改革推進のた

めに職場の意識

改革を図る。 

①事故・不祥事防

止について、職員

の意識の徹底を図

り、事故・不祥事

の根絶に努める。

また生徒・保護

者・県民に丁寧な

対応を行うことで

信頼関係の構築を

目指す。 

 

②クラス減に伴い

予期される教職員

数の減少に対応で

きる組織改変と業

務の効率化および

均等化を図る。 

①日常業務の中

で教員間の情報

交換を活発に行

い，事故不祥事

防止の意識を啓

発する。また電

話対応等で外部

に丁寧な印象を

与える対応を目

指す。 

 

②ワーキンググ

ループ等の整理

や業務の適切な

配置，仕事分担

の均等化等を進

める。 

①事故不祥事防止

が職員を守ること

につながることが

周知されている

か。風通しのよい

職場となっている

か。また生徒対

応、電話対応や来

客等への対応が適

切になされている

か。 

 

②ワーキンググル

ープの整理や業務

の効率化，仕事分

担の均等化が進ん

だか。 

     

 


